
 

 LT3081 スーパーLDOレギュレータ・モジュール  

 

 
リニア・テクノロジー 

LT3081搭載 

■特徴 
・定電流リファレンスを内蔵した新しい方式のレギュレータです。 
・出力電圧はほぼ 0Vまで絞ることができ外部抵抗１本で電圧調整可能です。 
・低ノイズ、高安定でスイッチング電源の後段レギュレータとしても有用です。 
・プログラマブル電流リミッタ、電流モニタ出力、温度出力などの付加機能をたくさ

ん持っています。 
・普通のレギュレータではできない並列動作も可能 

■仕様 
レギュレータタイプ 正電圧シリーズレギュレータ（ＬＤＯ） 
入力電圧 DC1.2V～36V 
出力電圧 DC0V～34.5V 
内蔵リファレンス電流 50μA 
ドロップ電圧 約 1.2V 
アイソレート アイソレート（絶縁）されません 
サイズ 約 25ｘ18ｍｍ 
基板 ４層板,鉛フリー,RoHS対応 《日本製》 
付加機能 ・LT3081の機能：温度モニタ，電流モニタ，電流リミッタ 

・当社モジュールの機能：5mA定電流負荷回路 
内容品 LT3081実装済み基板ｘ１枚，ブッシュｘ１個、ねじｘ１個，

抵抗サンプルｘ少々（配線材料は別途ご用意ください） 
※製作・使用にあたり巻末の使用上の注意をよく読んでお使いください。 

■使い方 
LT3081は普通の３端子レギュレータとは動作が少し異なりま
す。出力がオープン（無負荷）だと出力が不安定になります。

そこで、この基板にはダミーの負荷回路（白点線枠）を設けて

います。左写真の J1 と J2 の部分をショートしてください。こ
れで出力に 5mAの定電流回路が接続され、出力ピンに何も負荷
を接続しなくても安定動作するようになっています。 
入力出力の端子は穴が開いたスルーホールと表面実装で組み

立てできる（下の写真）２つを用意しています。どちらのラン

ドにハンダ付けしていただいても結構です。 
右側の列のランドはオプション機能です。次のページの解説を

ご覧ください。同じ呼称のピンは複数ありますが、繋がってい

ますのでどこに接続しても同じです。 
■電圧調整 
SETと GND間に電圧調整抵抗をハンダ付けします。 
抵抗値[kΩ]は出力電圧[V]／0.05で計算してください。3.3Vに

するには 66kΩ, 5Vにするには 100kΩとなります。セットした
出力電圧よりも 1.5V以上高い入力電圧が必要です。SETの部分
に可変抵抗をつければ可変型電源になります。配線を引き回す

場合はできるだけ短く、配線をツイストしてください。 
入力を電源に配線し規定の電圧が出れば正常です。 
もし負荷回路が常に接続され、電源オンの時点から流れるの

であれば定電流負荷回路は必要ありません。J1, J2のジャンパを省略できます。定電流負荷回路は完全に切り離され影響を与え
ません。 
■放熱について 
この電源はシリーズレギュレータのため、スイッチング方式より大きく発熱します。

電位差×電流のエネルギーはそのまま熱になって IC で消費されます。熱を逃がすた
めにネジ止めできる構造にし、形状を TO-220に近い形にしていますので、既存の放
熱器・金具等を活用することができます。右写真が利用例 
この基板のネジ端子は GNDではなく OUTです。そのためシャーシグランドや本基

板を複数用いた場合に OUT 電位が他に接して故障の原因になります。そこで付属の
ブッシュ・ねじ、そして市販の絶縁シート等を活用してフローティングの状態で放熱

することができるようになっています。ＩＣの損失が１Ｗ未満であれば放熱器はなく

ても問題ないでしょう。 
入力電圧が高く、出力が低い場合は IC の損失がすぐに許容を超えてしまいますの

で注意してください。入力・出力の電位差が大きくなると内部の保護電流値が絞られるように設計されています。 
 



 

■仕組み 
LT3081は 50µAの定電流源を持っています。SET～GNDピンに抵抗をつける

ことによって両端に 50µAｘ｛抵抗値｝の電圧を生じます。この電圧が内部オペ
アンプのリファレンスとなるので、同じ電圧がレギュレータの出力になります。

一般的なレギュレータではリファレンス電圧が 1.2Vや 0.5Vになっているため、
リファレンス電圧よりも低い電圧を設定できませんでした。 
LT3081 ではその代わりに最低負荷電流が必要な製品になっています。無負荷

ではフィードバックが正しくかからず出力が不安定になるからです。そのため無

負荷にならないよう最低でも 5mAの負荷を流すことが必要です。5mAという電
流はさほど大きな電力の損失にはなりませんが、抵抗に食わせた場合、1.8V で
は 360Ωのダミー負荷を、5Vでは 1kΩ、12Vでは 2.4kΩのようにお使いいただ
く電圧に応じて抵抗を用意する必要があり面倒です。このモジュールでは出力電

圧に依存しない定電流負荷回路を組み込むことで手軽にお使いいただけるようになっています。 
 
LT3081は抵抗値を下げることで 0Vまで下げることができるようになりました。この製品では SET～GNDの抵抗を 0Ωにす

ることで約 0.05Vまで出力を下げることができます。理論的には 0Ωで 0.00Vになりますが、最低負荷電流(5mA)を流す必要が
あるため完全には 0Vになりません。0Vの電源から電流を流すことはできないので、厳密には負電圧が必要になります。（デー
タシートに応用例が記載されています）通常は 0.1V 以下まで下げることができれば電源としては十分ですから問題はないでし
ょう。RSETの抵抗を可変抵抗にすれば簡単な電流リミッタ付き、電流モニタ付きの安定化電源として利用していただくことが
できます。 
 
■オプション機能 
◆温度モニタ［TEMPピン］ 
LT3081 内部の温度モニタです。TEMP ピンには基板内で 10kΩの抵抗が接続されており、レギュレータの内部温度に応じた

電圧を出力します。係数は 0.01V/℃となり、TEMP~GND間の電圧が 0.25Vで 25℃, 1.00Ｖは 100℃を示します。マイナスの温
度は測定できません。レギュレータの異常検出等に利用できます。なお LT3081の最大動作温度は 125℃です。 
◆電流モニタ［IMONピン］ 
LT3081 には出力電流をモニタできる機能があります。これにより負荷回路に電流計を入れなくても回路に流れている電流を

知ることができます。電流計の内部抵抗の誤差を考慮する必要がなくなり便利です。IMON端子に負荷電流に応じた電圧が出力
されます。係数は 2V/Aです。IMON~GND間の端子が 2Vですと 1Aとなります。（電圧で測定しますので注意してください） 

※SETピンの電圧設定が入力電圧よりも高い設定になっている（{RSET*50µA} > VIN）と IMON端子の出力が小さくなって正
しい電流値を示さなくなりますので注意してください。 
◆電流リミッタ［ILIMピン］ 
LT3081 にはプログラマブルな電流リミッタ機能があります。これにより負荷電流が大きくなると出力を制限する機能を設け

ることができます。モジュールの初期状態では設定なし（＝抵抗未接続）になっています。設定なしの場合は IC 内部の保護電
流である 2Aとなります（ただし入出力電圧差によって 0.3Aまで縮小します）ILIMと OUTのピン間に抵抗を接続すると 0A～
1.5Aの範囲で設定することができます。RLIMは ILIMとGND間ではなく ILIMとOUTの間に接続しますので注意してください。 
抵抗値は次のように計算します。抵抗値 RLIM [kΩ] ＝ 制限電流値[A] / 0.4 + 0.4 例：0.5A  0.5 / 0.4 + 0.4 ＝ 1.65kΩ 

■回路図 
■使用上の注意 
・入出力の電圧・極性を間違えないよう注意してください。 
・入力、出力間の電圧の最大は４０Ｖまでです。４０Ｖを

超える電圧を一瞬でも加えないでください。 
・最低動作負荷が必要な製品です。内蔵の定電流回路を使

わず、出力を開放にすると入力電圧がそのまま出力に出ま

す。 
・スイッチング方式ではありませんので、入力・出力間の

電圧・電流が大きいと非常に発熱が大きくなりますから放

熱してお使いください。温度モニタ端子も活用してくださ

い。 
・入出力の電位差が大きい(15V 以上)と最大出力が 300mA
程度に制限されます。 
・動作中ＩＣや部品に触らないでください指を通じて電流

が流れることにより電圧が変動したりノイズが乗ります。 
・本キットはエンジニアの方を対象にした製品です。本製品をお使いになるにはある程度の電気的知識を必要とします。・本

モジュールを使用したことによる、損害・損失については一切補償できません。 
・製造上の不良と認められる場合のみ、良品とお取替えいたします。それ以外の責についてはご容赦ください。 
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